
新 品 種 皿′IALINJA_｣の 育 成

畏林省肥現空業試験場 川 上 潤 一 郎

(1960･12-1962･11

1 TTl え が

11 日 種 材 料

1¶ MALINJA の育成経過
l＼'MALINJA c1 時 ｡

＼7 畑 .

l ま え が き

今までUつ,IL己述で,我 々日本人目軒家が,マラヤ通邦において[車主目的として杓いたかはお二,ナ

作られている品種 PeBiFunには種 々な欠点があり. そU)た据 二優秀な揖換品種 U)T'J'-,rJkにJF

.畑 二Jrf力 していろ す す二十 ナ,,PeBiFun a)ように′卜.TE川｢川服用十く､ J巨 盛 )rtィ.牛で, 'てJ,工丑

i.rll･･多収であると同町 にインド里Ll〕長 くて粘 り気のfi:F.､持/JL-つけた晶I不和)甘 皮である

そこで, 藤川氏が述べたごと く, インド型同志U)交配 (localhybrid)と, Ft木 里とイント

型 の交配 (Cuttackhybrid)し.)材料で. main,off レ)両シーズ ン.r=, 2つU)試験場 (Bukil,

Merahおよび BumbongLima)/}･I-使ってこれら雑種彼代の選抜固定をはかってきた (｣廿机

a)両 川氏の時 は一つの試験場であった)｡

2つの試験場は日動 車で40分ぐらいの拙鹿にあったが, 同 じ mainseason といっても描軒
欄は2かJlぐらいずれており,Offseason もほぼ同杖であるので, 中日番柿 ･移柚 ･ 刷察 ･

運抜jTI2つU)試験場で くり返 していたような'示iJミす,I:'

使用 した1帖･,Li･の中,Bumbong Limaはノこ休幣っ千､､たが,BukitMerahは水川の情備イく卜
分で,両が降 りつづけば水没 して しまうところもあり,コプラも出,また,射撃場が川場j3-/2
号しており∴ 1-1'1察 ･軍隊の射撃練習の銃声をいつも皿さながら仕車,jL-したこノこの試験水田は,

は じめは畦畔も何もないC)),Jil-,I.tl:労 して,コロンボプランの最初の人が造 ったとい う .､裾tJIu)JJ-

連の目に圧えぬ苦労も大変だったことと想像すろ
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Tl 育 種 材 料

マラヤでもっていた Cuttackhybrida)後代は, 藤井氏も述べたところであるが,第 1凶

に示すように, rl木型品種の親としては12,インド型の品種は13で,戻交雑などふ くめて計74

の組合せがあった ｡ この中の Siam 29×PeBiFunの組合せより MALINJA が育成された0

後に述べ られるが,有望系統の一つである DC-7は,MayangEbos80×台申65号 の組合せ

に MayangEbos80を廃 し交配 したものである｡

これらの雑種集団の一部が,1958年以降, BukitMerah試験場に栽培され, 第 2図に示す

ように,次の4名の日本人育種専門家が選抜を行なった ｡

山川 克教授 佐 賀 入 学 (1958年 8月～1959年 7月)

藤井 啓史技官 農林省 農 事二試 験 場 (1959年11月～1961年 1月)

佐本 四郎技官 〝 北海道農業試験場 (1962年 2月～現在)

Ⅲ JⅦAIJINJA の育成経過

MALINJA の育成経過を,他の Cuttackhybridをふ くめて述べると次のようであるo

(1) 日本人専門家が手がけるまで

藤井氏も述べたように,r吊ll氏が手がけるまでは集団栽培C/)くり返 しであったが,その採種

方法には不合理な点もあり,す ぐれた閑子組合せが失われたと思われるふ しもある｡もう少 し

く,これら集団の初期世代の二取扱いが妥当なものであったら,成果はさらに早 くかつ華 々しい

ものであったろうと思われる｡

初期の記録は少いが,IRC の NewsLetterに, ｢PeBiFun,台Lf165号をかけた組合せは_/i:.

背がきわめてよい｣ との報告がある｡

育成経過 とははずれるが,当初の現地側の受入れ態勢ははなはだ不備で,どのような具体的

な仕事を日本人育種家に希望するかということさえ不明確であり,また助手もずっと後になっ

てから任命されたということである｡

(2) 第 1期 (1958年～1959年 ･担当専門家 ･山川教授)

第 2図に示すとおり,r吊り氏は1958年 から1959年にわたる mainseason (以下 '58-'59-

M･S と略す)から上記の材料を手がけた ｡ 取扱った Cuttackhybridの組合せ総数は26, 描

植個体数は総計約 100,000に及んだ (約3,600個体/組合せ)O これら集団をJ賽'素倍量施肥 した

圃場で栽培 し個体選抜を行なった｡選抜の着眼点は短期性 ･短強梓性 ･耐肥 性 ･粒型･脱粒件

･草型 (分けつ, 葉の両立したもの) ･穂型 (Cluster型) ･耐病虫性 ･無芭性などで あっ

た_:

合体としてみれば,育種目標に合致するような個体は余 り多 く認められなかったが,最終選
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抜総個体数は926,MALINJAt/)和

合せ であ る Siam 29:〉〈PeBiFtlll

か らは,51個休が選抜 された 二

1959年 の offseson (月下 '59-

0･S と略す) には 上記の 選抜 さ

れJた材料を 1個休 1系統 と し (㍗
ラヤではこCJ)系統歳培,Jiearrow

と呼ぶ)Siam 29:こPeBiFunu)

51系統を 合めて, 総計26組合せ

926系統が哉増されたooffseason

の 選抜 目標は, 非 感 光 性で,

PeBiFunに近い出穂柑匠 も一)ち

U)に主眼がおかれ た｡結 果は仝倶

試系統申僅か 13'Jo/が Offseason

刷 まぼ通常 の時期にlli沌tLしたにす

ぎず,技 りは感光性大で仝 く出穂

しないか,または感光性の分離 が

きわLV)て大で棄却 された｡出穂 し

た系統は, 感光性以外の諸形質で

はなおかな りの分離 があ ったが,

陸
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第1図 マラヤ連邦における Cuttackhybrid(1959)

こU)offseason uj移 り,:;-またず両川氏 の任期が終 り帰国 され.たが, ｢月 かゞ らの後任専門J京

の派遣が遅れたため若 トーの空 白期 問 ,+1-_/f:.じた｡その吊3,後任者 の到着 まで北部水稲日印試験地

TelokChengaiの百種担 当官が･'肯押 ,jr兼ねて行な うことにな っていたが, ト分でな く, 美際

には Offsesollの しめ くくりか ら 1Tlainseason の 1′′廿日ナまで経験 の浅 い助 千･が主 に試験操作

･J,i-進 LV)たたLVJ),系統の取扱 いにい くらかrJ)混乱与圧 じた｡ ちなみに,同 じ材料を継続 的 .'=取扱

う再植 においては∴ 試験 の引き継 ぎcj)ため に任期の若干の重視はぜ ひ必要 であ り,この点関係

､■十吊に強 く要 望 したい ､

(3) 第 2Jfjj(1959隼～1960年-'-･担 当 専f廿衣･藤井抜'Lj')

藤井氏は '59-'60-M･S よ り材料を引き継 ぎ,'60-0･S まで選抜試験 を行な った,:,こU)期hru

に, 木省 および Telok Chengai試験場 か らさらに 新 しい 材料が 送 付された｡なお,Bukit

Merah試験場だけでな く, Kedah州 との境 にあ る BumbongLima試験場の圃場 も使用 して
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た,そ して,PeBiFtln と同程度の成熟期で,より多収だ8系統,ifLTJT.TTTLた こJ)[恒ノ)7系経

は,MayangEbos80というマラヤ品種 (インド里) を親としたもU_)であったrr (DC7,8uj

組合せ)｡

'60-0･Sの成熟期には倒伏が著 しく,系統栽培では大部分のものが倒伏 して穂発芽をおこし

たため,十分な種子量を得ることができず,収量試験や倒伏性検定試験か 六の収穫種千をも加

えて次代の系統種 子とした｡このため Siam 29〉(PeBiFunの組合せも含めて '60-'6トM･S

にはいわゆる派住系統 (derived line)として 栽培 した ｡ 現地では これを bulklineと称 L

J=,,

'60-0･Sの槻寮によると,MALINJAの系統は,倒 伏に比較的強 く,長粒,熟色良好で.杏

望系統の一つとして選抜 されたが. PeBiFunに比べて,群昆やや高 く,扶育 日数がやや長い

ことが不十分な点 と思われ た ｡ 収量については全体の著 しい倒伏により乱されて,十分ナ摘T･(架

は得られなかった ｡

(4) 第 3期 (1960年～1962年 ･拒当専門家 ･川上抜目)

'60-'6トM･Sより川上が 試験を継続 した｡ Cuttackhybrid もしぼられてきたが, 手 もち

ujものとしては,25組合せ810系統,派/r:.系統で29組合せ112系統,また雑種集団としては18組

合せがあった｡

上に述べたように,Siam29×PeBiFunの Fllの組合せは,派什系統 (bulkline)として

栽増 されていたが,拙察によれば,一章型 はほぼ満足できるものであり,粒も長粒であった｡そ

して bulklineから各10個体を選抜 したO

'61-0･Sには, Cuttackhybrid全体として25組合せの材料を計817の系統に展開 して (F6

-F12)きわめて強度の選抜を加え,iiニ摘冬的には65系統419個体にしぼった｡

このとき,MALINJA の系柾は F12であ り,PeBiFun と比較 して,20cm ほど長押で,早

や多けつ ･長穂,庄子汗]数は20F欄己良 く,まれに短菅を拝 じ,脱粒は しやす く,粒型は串良と

.kl1枚されているC この系統から5個体を次代用に選抜 した0-万 この系統は年産力検定試験に

おいて,後に述べるように PeBiFunより多収を示 した｡

系統栽培での観察および収量試験の結果か らみて,後に MALINJA を住んだ系統は,収量･

粒型 ･倒伏の両ではみるべきものがあったが,草丈 ･/梓 汗1数よりみて,やや不満であった｡

スタッフは私をふ くめて,当初は7名,後に10名となったが,移動がはげ しくせ っか く仕 串

をおぼえても転勤でそれまでの経験を珪かすことができず,きわめて不便であった｡ 試駿協 力

者の主力は, ∫.A.A.(JuniorAgriculturalAssistant,主にマラヤ人)で, 旧穂調査その他の

に試験の遂行に助力した｡
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マラヤ人は回教徒であるU)で断食川吊があ 上 こソ)硯冊は能率が非常 にお ち試験赴fj-7㌢にぶ

ちせた り, 助手o)申 2ナノ.がマラリヤにかか 11)人杭す ろナIど, 思わぬ困難もい7/')い;/')お こった

班,次いでバ トン/rI･竹本氏 に渡 した｡

(5) 第 4lLJl(1962牛～現在･担＼l'1専門′永･I/T-:木抜目)

悠 1E…iLかな (,第 1-第 2粧J)町と同根 . 便 L/)召捕試験遂行.'=種 支々瞳があった Ij■針圧tと

筆者とU)場合U)ように,少くも1か 月ぐらい現 場 において両君 立で)合いuj享)と試験を引き継げ

･7,用日.T掴 ミほ しいC.

I/.:_本氏の取扱 った Cuttackhybrid レ･)王統総数U)経過 は第2図ujとお りであるー

吊組付二は, CuttackhybridllO系統 すなれ i/,ll収量試験 番号 :DC-1-ll(DC :'まdotlble

croppingline ･シ~〕略, 1式駈 呑LElは10J)㌫社/二を)つて い ,7')が残 ったが その選抜 に悠特に樟

里 ･ /i:_L壱jJI.'=車き/.二一おい;l二 Siam 29∴PeBiFILlnlJjTi三代悠 DC-4(MÅLINJA)でこち:ニ

担 当_*門 家 E山 川 f l 藤 軒｢ 川 上 l 促 本
年 次 ′5-3-----F '5;B l 'Jg l 'dO I 'bJ l ノ占2 ) '63 J
冷 作期 lM W oAl〝 W oAdA M W''O,dA M FVo/A 〃 UWo/A 〃 WoA 〃

(ヽく＼J 世 イ七 2--------- 7 8 9 /0 /7 /2 /3 74 75 /6

耗禎 宗純群数 5L 3 2(集E)2 2 2 2 /系統 教 # 57 77 /5- -- 20 /0 20 20 /0

撃級罪,統数 岨 5 3 - 2 2 2 2 /!個体 数 栽 5′ /r/ /I - 20 /0 20 200̂
貫流番号 培 g/0-4 - 0-0-/-3-7--7-6

ど

～)くJこ亡､JR辛-JS⊂空 ′IFllIlliI二L-7--(q/o)-lー t=甜≡≡｣購 Al/～,'Et=_
Xt>～Sく勺■ーしっ : ( )

1lllI1一一 冊 n 皿-(/;a
誠験禍査 毒等最 貰 隻産力J検定 令左 令良し浩 i左 仝蓋要撃 …食丘帆L)合度味

宥 L' 周 ≠MALINJA'' レ)-T/j'成 経 氾
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また,'63-0･Sには栽植据度反応試験 (3段階), 粒の詳細な調査, 籾招 ･拍 精歩合調査,食

咲,固定度等の検討が行なわれた｡

これらの試験調査から得られた成績をもとにし,佐本氏の見解を含めて,マラヤ農業省で討

議の結果,DC番号 1-11の中か ら新品種 DC4の登録が決 定 した｡ そ して,後に述べられる

ように,1964年 2月22日,BukitMerah試験場で開かれた農業祭 ｢FieldDay｣において,多

数の参列者を前にして,農業大臣より,MALINJA と†上武に命名され, 各州の農業協同組合

代表に少嵐ずつその種子が手渡され普及の段階に入 った｡

現在,さらに詳 しく適応性が検討されている｡

1V A4ALINJA の特性

MALINJA の特性を,佐本技官から連絡 された事項を加えて述べれば,次のようである｡

(1) 交 配 Siam 29×PeBiFun

Siam 29は樺長 ･穂長 ･穂数はインド型の中位で, 最も特徴的なことは, 粒が特に細く,

長 く,もちろん粘着性は少な く,マラヤでは最上の晶質 とされている｡ やや短tLL:があるo 感光

性はきわめて高 く, 山 川氏のデータ, および森谷氏の報告にもあるとおり, malnSeaSOnで

の生育口数は160日ほどであるのにかかわらず,Offseasonでは 300日以上もかかる｡ いもち

耐病性は極弱の部類に属する｡

一 一万,PeBiFunは台湾の在来一期作稲で,その特性はすでに述べたとおりである｡いもち

病抵抗性は,以前ojデータでは強となっているが疑問である｡PeBiFunがインド型に属する

か日本型に属するかでいろいろ諭もあるようであるが,筆者の所見では両者の中 間のものであ

ると考える｡マラヤではH木型の中に含めているO

(2) 世 代 1963年の Offseasonにおいて F16

(3) 成 熟 期

第 1表に示すように,PeBiFunより約10日程おそい生育日数135日前後の無期種で,main,

off両 seasonにおける差が僅少であり,両 seasonでの適作が可能であるO

(4)形 態 的 特 性

第 1表に示すように,梓長と穂長は PeBiFunに比べやや長 く,穂数は大体同程度である｡

草 丈は日本型に似ており,葉色は濃緑 色で某身は立ち,持に止葉期には直立する｡つ粒着は中位

で,まれに短亡を生ずる｡ 籾は黄白色で,成熟期に僅かに褐色斑が出る｡

(5) 粒の形質 ･品質 ･食味その他

第 1表に示すように,粒は長 くインド押･!を示 す ｡ 粒幅は中で,大きさはやや大粒であり,初

千粒･侶ま24.7gである｡玄米は小さな′り夏白をもつが透明度は高い〔〕 食味試験によれば粘質件
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日

野

項

作

ー
/新

種

統

晶

系

MALINJA

DC1

∫)C5

DC7

PeBiFun

R.C.4

備 考

第1表 MALINJAの 特 什 (什 有望系統)

成 熟 卜I 類 頼 長 (cm) 穂 長 (cm) 穂 類 (本) 粒 の 形 宮上

M 0 M o ;M 0 M 0 M :0 M ･O M ;0 M O 曽 巾
:61/62'_6__?･'62/63'93)61/9_2'_6_写L'_6_2f9室,@室∴_,6_1192･･62.･62/63!,63…･61/62,62･62/63,63.mm mm

**脱

粒
性

(臥
)

千
粒
重

*
*
*
*

H
淵***L.｣

㌧

I

･*

.
イ

什 畏

130 135 139 146 87 105 86 96 24.3 26.026.0 25.619.1 22.316.4

]35 138 142 145 79 90 75 75 23.5 25.624.1 24.216.7 17.016.3

1

135 137 139 138 100 115 95 106 23.9 24.423.7 24.017.0 18.516.3

]25 128 128 124 92 118 97 113 23.0 23.023.1 24.016.3 20.014.4

143 -1- 151 -- 115 -- 116

M '61/621･･1961-1962mainseason

0'62--･1962 0ffseason

**

●

28.1 - 30.1 - ll.1 - ll.4

***

脱 粒 円 VE- 極 易
E -∵易

粘 首比

22.39.1 2.2 20.6E 2.0HH

15.87.8 2.8 21.2 E M

15.57.9 2.6 16.6VE 1.3HH

17.57.5 3.0 19.6E 3 L

19.7

(枠本氏のレポー トより抜粋,-･都付加)
****

1-低

2-申

3-甘.
4-柚誹 丁

HH-上土

H 川上

MH-中上
M -申

ML-申下
し-下



品種
系統名

第 2 表 M ALIN JA の生産 力 (lbs/acre) (付 有望系統)

肥画束 画 M l ･M 工 M l ;M 2 M l ;M 2; M I M 2 . M 1 M 21

MALINJA …(12喜言7%3

D C1

D C5

D C7

PeBiFun

R.C.4

標 準

備考 1.

3734･3234! 3160.3379i2625

苧…至)5i宅78鋸 ai,3

6)
37 8

9

2

(

≡-:二三二幸二

l

3928!･. ∩｡.｢･ 1(,70;) ; … o月 (忽 )

3386 104 3444 100

(118)

4118

(123)

(苧矧 3313…102･ 3579: 104

(亨i呂)5!(書芸 )6

3354
(100) 謂 )2i

3033
(103)

3794.116･ 3722 108

(葦 i' 3176･ 98 3324･ 97

. 3247!100 3436 100
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M130N60P20525K201bs/acre 但 し 196loffseasonの肥料はやや多い｡
M260N60P20525K201bs/acre

2. 標準 :Offseasonの PeBiFunの収量+mainseasonの R.C.4の収量

は少な く,明らかに PeBiFunよりす ぐれている｡ 籾招歩合 ･撮精歩合は普通である｡ 脱粒

性は PeBiFunなみであり,特に脱粒 しやすい方ではない｡

(6) 収 量

生産力比較のため標準品種として,Offseasonに PeBiFun,mainseasonに RadingChina

4をとると,第 2表に示されるように, MALINJA は少 くとも10%程度の増収を示す｡ 佐本

氏は, 種 々な試験の結果を組合 して, 15-20%の増収は期待できるとの見解をもっている｡

農家に依頼 して試作 した結果では,全刈で 850-900 ガンタン/エーカー (1ガンタン ≒1.95

kg玄米)を 3シーズン連続 してえているが,管理がよければ 1000ガンタン/ェ-カーは 可能

という｡日本の古い表現では反当り3石3斗 ぐらいにあたる｡PeBiFunは,はるかにこれを

下廻った ｡

(7) 杜 態 的 特 件

MALINJA は4段階の窒素量を施 した圃場において, いずれも PeBiFunより多収を示 し

ている (第 3表)｡ しか し,PeBiFun よりやや長梓 ･長穂であるので, さらに高い窒素 レベ

ルでは倒伏の懸念がないではない｡

6×12,12×12,18×12(単位インチ)の 3段階の栽植密度での収量試験では,6×12が高

い収量を示 し,比較的密植に適することを示 している｡

休眠性は小さく,採種上の問題はない｡
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弟 3豪 MALINJA cjj肥料,栽植密度反応 (lbs/acre),1963 (付 有望系/1%)

要 因
品種
系統名

MALINJA

D C 1

D C 5

D C 7

PeBiFun

備 考

MI
M2
M3
M4

～/1 1 九,上 2

3008 4094
(106)% (144)
3451 3960
(121) (139)

3255 3700
(114) (130)
2717 2849
(95) (100)

0
0
0
0

2

2

2
2

K
K
K
K

5
5
5
5

2
2
2
2

+
+
+
+

5
5

5
5

0
0
0
0

2

2

2

2

P
P
P
P

0
0
0
0

6
6
6
6

÷
+
+
+

N
N
N
N

0
0
0
0

4
8
21
M2ojPeBiFun 0011ご)/

lbs/acre
lbs/acre
lbs/acre
lbs/acre

上した

M 3 M 4 S ] S 2 S 3

3480 3339
(122) (117)
3510 3924
(123) (138)

1
)
6
)

6
5
1
9

5
2
1
0

3
1
3
1

.′.＼

′し

iS喜

3
)

8
)

9
0

8
8

6
3

7
9

3
1

2
(

′し

4100 3813 3268
(139) (129) (111)

4380 3902 3285
(149) (133) (116)

0
)

9
)

0
3

5
1

9
3

9
0

3
1

2
1

′_＼

(

3
)

0
)

8
00
4
0

7
2

9
0

3
1

2
1

(

′_＼

4
)

0
)

7
8

6
8

4
1

7
9

3
1

2
(

(

- 佐本氏のレポー トより抜粋,一･部付加- -

/
′
/

/
/
/

2
2
2

1
1
1

X
X
X

/

/
/

6
2

8
1
1⊥

200株/100ft2'
1
66
00株/100ft2
.6株/100ft='

S2の PeBiFunを100とした

いもち耐病性は,Siam29ほど弱くはないが,PeBiFunと同根弱い邦類に属するので, ′｢

後こ0)面の改良が望まれる｡一般的,:=いって, Offseason期問t/力拍･L卜明jには雨は比較的/少

な く,!i:.否途 中 ではいもちの被告 は今L/)ところほとんど全 くみ当らぬのでさして 支障はない

が,後期の収穫期には雨が比較的多 く,くぴぃもち病が僅かにみられることもあり,またそU)

)i-多肥条件とか,連続 して mainseasonにも栽情する場合には注意を要する｡

(8) 固 定 要

理長 ･穂長 ･穂数について, 固定度を変異係数で PeBiFun と比較 したところ,ほぼ似 た

ような伯を示 し,′実用的に固定 していると思われる-

I軸 二述べたように,命名式当日各州に少量ずつ稲子が配布されたもC/)U),マラヤでは未だ頂

種の採種体系が酢 立 しておらず,また二期作地帯も限られているので普及見込ll再出ま現在余 り

広 くない｡ しか し,現在進行申の溝潜5か年計画が完了すると,相当に二期作 可 能而精が増加

すろもU)と予想されるっそうなれば, MALINJA は main,offa)区別な く継続的に栽培可能

であるU)で,能力/I-人 いに発接 し広 く栽情され るもU)と思われ るL
Cuttackhybridの他の有望基経について悠,畑 二竹本氏が述べろ

＼ 結 ロ

以上,r吊り･藤/l巨 川1 ･停本とバ トンタッチされたマラヤ連邦における水稲新品種育成二,ji二

業の一部である Cuttackhybrida)選抜経過を Siam 29こくPeBiFun の組合せを申心にたど

り,その成果C/十一邦である MALINJA i,)特作を紹介 した､ これ封 既糾すろと.第1期は,初



期の苦労をなめながら選抜を閲始 した系統を第 2真跡こ整理 しさらに新しい材料を加え,第 3其り

にある程度集約 して第 4期でさらに厳選 し,11の系統とし,その中から1964年の春 MALINJA

が百成されたのである｡ その特性は両親の好ましい形質を,ほぽとり入れ得たものといえよう｡

育種試験は非制 こ地味な仕串であるが,我 々｡本人ff種専門家 4名が現地のマラヤ人諸君と

力を合わせて, マラヤ国民の生きてゆ くための 日常の糧である水稲の新品種の 手打戊に成功し

て,これが普及の段階に入 り, しかもこれはこの国における交雑育種の最初の品種であること

は, ｢]本 ･マラヤ両国の確固たる親善の基礎をきず くことに多少でも寄与 したもojと喜びにた

えない｡

この稿を結ぶにあたり,お世話になった,卜1本 ･マラヤ両国政府の禍係諸官および海外技術協

力事業団の皆様,またこの試験実施に御協力と助言をいただいた上 司･先輩 ･同僚各位に改め

て感謝の意を表する｡なお,この発表に際 しては,両川 ･藤井 ･佐本諸氏のレポー トを引用さ

せていただき,特に佐本氏には各種データーC))御送付を原飢､,新 しい知見の御教示を願った O

ここに記 して謝意を表する｡
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